
    

 

 

 

 

     

 
   

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 
  

 

学校だより みんなの森合小 
～自分の考えをもつ力 人を大切にする力 自分を表現する力 チャレンジする力～ 

NO.1 
令和５年４月７日    

発行者  

森合小学校長 渡邉かほる 

校  長  渡邉かほる 

教  頭  町田 光雄 

主幹教諭  小池 聡子 

教務主任  岡村 賢一 

１年担当 ◎吉津 宏枝① 

  三國 優有② 

  渡邉 明伸③ 

  松崎さおり④ 

２年担当 ◎佐藤かおり① 

  小澤 夏美② 

  星  映光③ 

  佐藤 里紗④ 

３年担当 ◎髙野真祐美① 

鈴木 俊樹② 

今野 恵美③ 

曲山美貴子④ 

  ＜学校だより発行＞＜森合小ＨＰ掲載＞        

○学校だより「みんなの森合小」を 毎月発行いたします。 ＨＰ掲載(ペーパレス化も検討中) 

○福島市公立小中特別支援学校ポータルサイトに 週２～３回 Blogとして掲載いたします。 

 ○裏面の日課表も併せてＨＰに掲載します。 

～職 員 紹 介～  

令和５年度 一緒に森合小を創りましょう    
～ 保護者，地域の皆さんは，「子供が育つ」ためのパートナー ～ 

 令和５年度，「わくわく」「どきどき」しながら，森合小学校がスタートしました。森合小学校は，地域の大切な「み

んなの学校」として，全ての子どもが安心して通える学校を目指しています。保護者，地域の皆さんは，「子供が育

つ」ためのパートナーです。「よい教師」「よい親」などとお互いを評価するのではなく，「子供が育つ」ために何が

できるか考え，協力し合う関係を築き，私たち教職員，保護者，地域の皆さん，そして子供たちも一緒に，学校に関

わる全ての人で，「みんなの森合小」創っていきましょう。安心で楽しい学校にしていきましょう。 

４年担当 ◎山下 京子① 

  末永 友佑② 

   馬上  望③ 

(谷地  愛) 

５年担当 ◎後藤 健一① 

  椎根 麻由② 

岩永 智志③ 

（新保るみ子） 

６年担当 ◎土田  稔① 

   原  悠太② 

   須田恵美子③ 

   小野 裕子④ 

なごみ  ◎渡邉 伸江② 

安齋 純子① 

かがやき  佐藤 千代 

 

分  科 谷地  愛 

分  科 新保るみ子 

分科(短) 恩田 幸恵  

分科(短) ･･･未配置 

分科(短) ･･･未配置  

養護教諭 阿部 恭子 

栄養教諭 渡部ちか子 

主  査 安斎三枝子 

技能主査（用務） 渡辺 精一 

技能主査（調理） 渡邊  淳 

技能主査（調理） 黒澤由美子 

市 事 務 安達 和都 

調 理 員 庄司亜希子 

調 理 員 平塚 和恵 

調 理 員 穴澤 陽子 

特別支援教育協力員 鈴木久美子 

特別支援教育協力員 小野 淑子 

特別支援教育支援員 佐藤 和子 

ＳＣ(非常勤) 神野美智男 

スクールサポートスタッフ 佐藤 恵子 

学校司書 後藤美恵子 

ＡＬＴ  ウィリアム 

後 補 充 片寄 睦子 

 

・太字は，転入職員です。 

・◎は，主任です。 

・①～④はクラスです。 

・分科(短)担当２名は 

講師不足のため，まだ 

配置されていません。  

 

 

 

＝全ての子どもの学習権を保障し、安心な「みんなの森合小」＝ 

校  訓  「拓」の精神 「和合」の心 

教育目標   考え深い子ども   心ゆたかな子ども   たくましい子 

発揮する力  自分の考えを持つ力 人を大切にする力 自分を表現する力 チャレンジする力 

大切な約束  相手が されて いやなことは 人にしない。言わない。 [自分や友達の心や体を傷つける行為・言葉] 

【主な取組】 ○「みんなの森合小」メンバー（「できそうなこと」を「できそうな時に」を合い言葉に,保護者・ 

地域の方々が,掃除・学習支援などの活動を行います。） 

      ○特別支援学級と通常学級は一緒（学年・学級の一員として給食や休み時間なども共に過ごします。） 

○学年担当制（担任ではなく学年・学級担当。全職員で全校生への関わるため「担当」とします。）  

○教科担当制（分科の先生や学年の先生で，教科を分担し,多くの教員で子どもたちに関わります。） 

○「みんなの森小デー」（学校開放日。授業参観日ではありません。保護者・地域の方が，学校教育 

を理解し,学校のために何ができるか考え,活動する日とします。） 

 ※ コロナ感染対応策も緩和され，教育活動の制限もなくなってきましたが，コロナ前に全て戻すのではなく,

子供の資質・能力を伸ばす意味ある教育活動を実施していきます。「何のために」を大事にしていきます。 

 

◇４月１日より,マスク着脱の制限がなくなりました。マスク着脱への強要や差別がないよう指導していきます。 


